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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月25日(2011.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアコンテンツを検索する方法であって、
　ユーザのクエリーをＭＰＥＧ－７ドキュメントの特定領域を指示する指示子及び前記指
示子を参照する参照子を用いて表現するステップと、
　前記指示子及び前記参照子を用いて表現された前記ユーザのクエリーの意味を解析する
ステップと、
　前記解析の結果に応じて該当マルチメディアコンテンツを検索するステップと
を含むことを特徴とする検索方法。
【請求項２】
　前記指示子は、
　前記参照子が前記指示子を参照するとき使用される指示子識別符号と、
　前記指示子が指示する領域を記述するための指示子領域記述子と、
　前記指示子が指示する領域に対する制限条件を記述する指示子制限記述子と
を含むことを特徴とする請求項１に記載の検索方法。
【請求項３】
　前記指示子領域記述子は、前記指示子が指示する領域の最上位ノードを指定することを
特徴とする請求項２に記載の検索方法。
【請求項４】
　前記ユーザのクエリー表現ステップは、前記ユーザのクエリーをＸＭＬ型式で記述する
ことを特徴とする請求項１に記載の検索方法。
【請求項５】
　前記ユーザのクエリーを解析するステップは、
　前記ユーザのクエリーをＸＭＬパーサでパーシングするステップと、
　前記パーシングの結果を基盤にして前記指示子及び前記参照子を処理するステップと、
　前記処理された指示子及び参照子を用いて前記ユーザのクエリーの意味を解析するステ
ップと
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を含むことを特徴とする請求項４に記載の検索方法。
【請求項６】
　前記指示子及び参照子の処理ステップは、同じ指示子を参照する参照子に対して同じ領
域内の値を参照することにより処理することを特徴とする請求項５に記載の検索方法。
【請求項７】
　マルチメディアコンテンツを検索するためにユーザのクエリーを処理する方法であって
、
　ユーザからマルチメディアコンテンツ検索のためのクエリーが入力されるステップと、
　前記ユーザのクエリーをＭＰＥＧ－７ドキュメントの特定領域を指示する指示子及び前
記指示子を参照する参照子で表現するステップと
を含むことを特徴とする処理方法。
【請求項８】
　前記指示子は、
　前記参照子が前記指示子を参照するとき使用される指示子識別符号と、
　前記指示子が指示する領域を記述するための指示子領域記述子と、
　前記指示子が指示する領域に対する制限条件を記述する指示子制限記述子と
を含むことを特徴とする請求項７に記載の処理方法。
【請求項９】
　前記指示子領域記述子は、前記指示子が指示する領域の最上位ノードを指定することを
特徴とする請求項８に記載の処理方法。
【請求項１０】
　前記ユーザのクエリーを表現するステップは、前記ユーザのクエリーをＸＭＬ型式で記
述することを特徴とする請求項７に記載の処理方法。
【請求項１１】
　マルチメディアコンテンツを検索する装置であって、
　ユーザからマルチメディアコンテンツの検索のためのクエリーが入力されるクエリー入
力部と、
　前記クエリー入力部によって入力されたユーザのクエリーをＭＰＥＧ－７ドキュメント
の特定領域を指示する指示子及び前記指示子を参照する参照子を用いて表現するクエリー
表現部と、
　前記クエリー表現部において、前記指示子及び前記参照子を用いて表現された前記ユー
ザのクエリーの意味を解析するクエリー解析部と、
　前記クエリー解析部における解析結果に応じて該当マルチメディアコンテンツを検索す
るコンテンツ検索部と
を備えることを特徴とする検索装置。
【請求項１２】
　前記指示子は、
　前記参照子が前記指示子を参照するとき使用される指示子識別符号と、
　前記指示子が指示する領域を記述するための指示子領域記述子と、
　前記指示子が指示する領域に対する制限条件を記述する指示子制限記述子と
を備えることを特徴とする請求項１１に記載の検索装置。
【請求項１３】
　前記指示子領域記述子は、前記指示子が指示する領域の最上位ノードを指定することを
特徴とする請求項１２に記載の検索装置。
【請求項１４】
　前記ユーザのクエリーの表現は、前記ユーザのクエリーをＸＭＬ型式で記述することを
特徴とする請求項１１に記載の検索装置。
【請求項１５】
　前記クエリー解析部は、
　前記ユーザのクエリーをパーシングするＸＭＬパーサと、
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　前記ＸＭＬパーサのパーシングの結果を基盤にして前記指示子及び前記参照子を処理す
る記述子処理部と、
　前記記述子処理部において、処理された指示子及び参照子を用いて前記ユーザのクエリ
ーの意味を解析する意味解析部と
を備えることを特徴とする請求項１４に記載の検索装置。
【請求項１６】
　マルチメディアコンテンツを検索するためにユーザのクエリーを表現するデータ構造で
あって、
　ＭＰＥＧ－７ドキュメントの特定領域を指示する指示子と、
　前記指示子を参照する参照子と
を含むことを特徴とするデータ構造。
【請求項１７】
　前記指示子は、
　前記参照子が前記指示子を参照するとき使用される指示子識別符号と、
　前記指示子が指示する領域を記述するための指示子領域記述子と、
　前記指示子が指示する領域に対する制限条件を記述する指示子制限記述子と
を含むことを特徴とする請求項１６に記載のデータ構造。
【請求項１８】
　前記指示子領域記述子は、前記指示子が指示する領域の最上位ノードを指定することを
特徴とする請求項１７に記載のデータ構造。
【請求項１９】
　前記データ構造は、ＸＭＬ型式で記述されることを特徴とする請求項１６に記載のデー
タ構造。
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